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２．これまでの取組の結果（現状の整理） 

（１）市外・首都圏 
  地域ブランド調査3の経年比較をみると、富山市の認知度等は上昇傾向にあり、また、北陸新

幹線開業以来、観光客数等も増加傾向4にあります。しかしながら、今回実施した首都圏調査で
は、富山市の印象について「特に印象はない」が最も多く、富山市を人に勧めたい気持ち（推
奨意欲）も小さいなど、市外における本市の魅力の認知は十分とはいえない状況にあります。一
方で、「自然環境の良さ」「おいしい食べ物」「のんびり過ごせる」などの印象は比較的高く、また、
富山市への来訪経験者は全体として比較的好意的な回答をする傾向がありました。 

  
■地域ブランド調査（経年変化） 

項目 H21 H24 H27 H30 R５ 

認知度 164 位 167 位 129 位 79 位 95 位 

観光意欲度 136 位 74 位 76 位 52 位 64位 

居住意欲度 156 位 120 位 134 位 87 位 102 位 

 

 ■首都圏調査 ※調査概要は p35 

 ◎あなたは富山県富山市に対して、どのような印象をお持ちですか。※複数回答 

 

 ◎富山市の魅力を知人友人にどの程度の気持ちでお勧めしたいと思いますか。 

※最も強い気持ちを 10、全く気持ちがない場合を 0 として回答。 

 

 

                                                      
3 株式会社ブランド総合研究所が全国の自治体を対象として毎年実施する調査。経年変化の詳細は p35 に掲載。 
4 詳細は p32 参照。 
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2.6%

2.9%

3.2%

3.4%

4.7%

5.2%

7.9%

9.4%

9.8%

14.4%

28.6%

33.6%

36.0%

38.9%

その他

生活に刺激がある

働く環境が良い

医療・福祉環境が整っている

教育環境が整っている、子育てしやすい

趣味や娯楽・スポーツ環境が良い

いろいろな人との出会いがある

地域との連帯感がある

道路・交通の便が良い

安全・安心感がある

居住環境が良い

人が親切・温かい

街がきれい・清潔

のんびり過ごせる

食べ物がおいしい

自然環境が良い

特に印象はない

82.2 12.8 5.0 

非推奨者（0-5） 推奨者（8-10） 

69 位 up 

72 位 up 

54 位 up 

推奨意欲 

(%) 
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（２）市⺠・⼤学⽣ 
  富山市⺠意識調査5では、10 年以上にわたり８割以上の市⺠が富山市に住み続けたいと回答し、

その多くが「地域になじみや愛着がある」を理由として選択しています。 
今回実施した市⺠調査では、本市の魅⼒について「おいしい⾷べ物」「⾃然環境の良さ」「の

んびり過ごせる」が首都圏と同様上位となっていますが、首都圏と異なり「居住環境が良い」
「安全・安心」「街がきれい・清潔」も多く選択されています。また「過去から現在」及び「現
在から未来」の富山市の印象について好意的に捉えている市⺠が多い結果となりました。なお、
「ｍＧＡＰ」を参考とした各種意欲の調査については、相対的に「推奨意欲」「感謝意欲」は高
く、「参加意欲」は低い結果となりました。いずれの項目についても 30 代が高いという結果とな
っています。 

大学生調査では、富山大学の学生が学生生活を送る中で富山市に対する印象は概ね良くなっ
ており、特に県外出身者の印象が良い結果となっています。また、「刺激・楽しみ」について問
う設問では、最も多い 46.6%が「刺激・楽しみは少ないが特に不満ではない」と回答し、一方で
同程度の 39.3%が「刺激・楽しみが少ないので不満」と回答しています。 
 

■富山市市民意識調査 

項目 H22 H25 H27 H30 R2 R5 

今後も富山市に住み続けたいですか 

（「ずっと」または「できるなら」） 
84.8 85.3 82.4 81.3 84.1 81.4 

住み続けたい理由が「地域になじみや愛着があるの

で」※各回の理由としては第１位 
55.3 53.7 55.7 56.5 55.5 56.7 

 

■市民調査 ※調査概要は p36 

◎あなたにとって富山市の魅力とはどのようなところですか。※複数回答 

 

                                                      
5 富山市が２、３年毎に実施している市民意識の調査（郵送調査）。p33 参照。 

2.6%

1.0%

4.6%

4.9%

8.5%

11.7%

12.4%

14.7%

15.0%

19.5%

25.7%

33.6%

41.7%

49.2%

51.1%

53.1%

73.6%

その他

生活に刺激がある

いろいろな人との出会いがある

あてはまるものがない

地域との連帯感がある

趣味や娯楽・スポーツ環境が良い

教育環境が整っている、子育てしやすい

働く環境が良い

医療・福祉環境が整っている

道路・交通の便が良い

人が親切・温かい

街がきれい・清潔

安全・安心感がある

居住環境が良い

のんびり過ごせる

自然環境が良い

食べ物がおいしい



9 
 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

  

 

◎富山市の魅力を知人友人にどの程度の気持ちでお勧めしたいと思いますか。 

※最も強い気持ちを 10、全く気持ちがない場合を 0 として回答（以下２問も同様）。 

 

 

  ◎富山市をより良くするために行動しようとするあなたの気持ちはどの程度ですか。 

 

  ◎富山市をより良くしようと活動している人への感謝の気持ちを表すとどの程度ですか。 

 

 

■大学生調査 ※調査概要は p36～37 

   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4 

69.1 

33.6 

18.9 

26.7 

9.1 

53.1 28.7 17.6 

20.2 19.9 59.6 

良くなって

いくと思う, 

40.4

変わらない

と思う, 

25.7

悪くなって

いくと思

う, 8.8

分から

ない, 

23.8

無回答, 1.3とても

良く

なった, 

19.9

少し良

くなっ

た, 

43.0

変わら

ない, 

26.7
少し悪

くなっ

た, 6.2

とても

悪く

なった, 

3.3

無回答, 1.0

◎10～15 年前と比べて、富山市の 

印象はどのように変わりましたか。 

◎今後、富山市はどのように変わって 

いくと思いますか。 

合計 9.5 合計 62.9 

参加意欲 

感謝意欲 

推奨意欲 
10 年前 

現在 

非推奨者（0-5） 推奨者（8-10） 

参加消極者（0-5） 参加積極者（8-10） 

感謝消極者（0-5） 感謝積極者（8-10） 

◎大学生活を送っていて、富山市に対する 

印象はどのように変わりましたか。 

◎富山市は「刺激・楽しみが少ない」という

意見がありますがどのように感じますか。 

とても良

くなっ

た, 19.0

少し良く

なった, 

38.0

変わらな

い, 38.0少し悪く

なった, 

4.3

とても悪

くなった, 

0.6

刺激・楽し

みがあるの

で満足, 

13.5

刺激・楽しみが

少ないので不満, 

39.3

刺激・楽しみは少

ないが特に不満で

はない, 46.6

上記のどれでもない, 

0.6

合計 4.9 合計 57.0 

(%) (%) 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 
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３．社会の変化と問題意識について 

  前計画策定以降の社会情勢や本市を取り巻く状況の変化と、それらに伴う問題意識について
次の通り整理します。 

（１）社会情勢の変化 
①デジタル技術と個人の発信力の向上 

スマートフォンの急速な普及により、情報へのアクセスが容易になるとともに、ＳＮＳ利
用者の広まりにより個人の情報発信力が向上し、インターネット上に様々な情報が氾濫する状
況となっています。 

②新型コロナウイルス禍 
   新型コロナウイルス感染症の拡大は、公衆衛生に対する意識や行動だけでなく、リモート

ワークの普及等により働き方や居住環境に対する人々の価値観にも変化をもたらしました。 
③シティプロモーション取組自治体の広がり 

  日本の総人口は平成 20 年をピークに減少に転じており、また、若者を中心として地方から
大都市圏への人口流出が続く中、多くの⾃治体が人口政策として「シティプロモーション」
「都市ブランディング」など本市と類似の取組を進めている状況にあります。 

 
（２）本市を取り巻く状況の変化 

①人口の推移 
   本市の総人口は、国勢調査の結果では、平成 22 年の 421,953 人をピークに減少に転じ、

令和２年には 413,938 人となっています。平成 22 年の人口推計6と比較すると人口減少はや
や鈍化しているものの、依然として人口減少や高齢化率の上昇が続いていく見込みとなって
います。また、若い世代の女性の転出超過が続いています7。 

②北陸新幹線の開業と延伸 
平成 27 年の北陸新幹線開業以降、市が主体となったＰＲやイベント開催により認知度拡

大を図ってきたところですが、一過性の認知ではすぐに人々から忘れられるため、認知から
「関心」や「行動」へ戦略的につなげていく必要があります。また、令和６年３月の北陸新幹
線の金沢・敦賀間の開業を好機と捉え、効果的なプロモ―ションを図る必要があります。 

③行政の役割の変化 
 ＳＮＳ等による個人の発信⼒や他⾃治体の発信⼒が増大している中において、本市の発信
⼒が相対的に低下している懸念があり、今後は、市（行政）ならではの効果的なプロモーショ
ンについて市⺠等との役割を整理した上で戦略的に実施する必要があります。 

④成果指標とターゲット 
   少子化・超高齢化等により今後ますます市の財政状況が厳しくなることが想定される中、

持続可能な形でシティプロモーションを実施していくために、具体的なターゲットや指標の
設定が求められます。 

                                                      
6 平成 22年の富山市将来人口推計報告書では令和２年に 403,117 人となる推計。 
7 詳細は p11 参照。 
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◆コラム① 富山市の人口の変化と若者・女性の転出について 

（１）富山市の人口の動向 
  本市の人口は平成 18 年までは純増傾向にあったものの、平成 19 年からは純減に転じてい

ます。また、近年は社会増（転入＞転出）の傾向にありますが、⾃然減（死亡＞出生）が社会
増を上回っているため、純減の状況が続いています。また、高齢化率も上昇していく見通し
となっています。 ※p30 参照。 

 
（２）若い世代（15〜39 歳）の人口動態 

 本市における年齢別（５歳階級：日本人）の転出入では、若い世代（15〜39 歳）の移動が
多く、特に男性と比較して女性の流出が多くなっています（図１）。また、同一年齢人口の経
過を見ると、男性は 30 歳前後までに人口がある程度回復している一方、女性は約１割減少し
ています（図２）。これらのことから若者、特に女性の人口流出を抑制するとともに、一度転
出したとしても、再び戻ってきてもらえるような取組が必要と考えます。 
 

 

 

 

 

  

 

図１ 富山市の年齢別（５歳階級：日本人のみ）の転出入（H27.10.1～R4.9.30：7年平均） 

富山県・人口移動調査「年齢（５歳階級）別社会動態」より（各年 10.1～翌 9.30） 

＜15～39 歳合計＞ 

男性＋109 女性▲124 

＜全年代合計＞ 

男性＋230 女性▲58 

図２ 同一年齢人口の経過（R5.9 末時点で 29歳・30歳・31歳の男女別人口） 

住民基本台帳人口より（各年 9月末人口） 

男性（合計） 

▲1.6% 

女性（合計） 

▲8.4% 

15～17 歳時点(a) 29～31 歳時点(b) (a)→(b) 

の増減率  
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（３）なぜ若者・女性が流出するのか8 
  富山県における人口問題の研究者である富山大学経済学部の中村真由美教授は、これまで

の研究の一環として行った学生を対象とした調査等を踏まえ、若者や女性が流出する理由に
ついて次のような例を挙げています。 

（理由の例） 
・富山県は第二次産業が占める割合が高いため、若者、特に女性にとって魅力的な就業先が限

定的である（というイメージがある）こと。 
・県⺠所得の地域差が関わっており、出身地の平均所得が富山県より高い県外出身学⽣は卒業

後に出身地での就業を求める傾向があること。 
・自然環境や地域活動に関わることは若者の富山定着を促す傾向があるが、若者が自然環境や

地域活動に関わる機会が限定されていること（車がない、参加機会がないなど）。 
・若者にとって魅力的な「遊ぶ場所」が少ないと感じられること（特に車を持たない若者の場

合、「遊ぶ場所」が少ないと感じやすい）。 
・都会と比較して、古い考えがあると感じやすいこと。 

これらの課題に対応するためには、労働市場の拡大や働き方の変化、経済基盤の向上、交通
網を含めた社会インフラの整備、キャリア教育の充実、社会全体の雰囲気など、目に見えにく
い部分も含めて取り組んでいく必要があります。 

一方、シティプロモーションの取組としては以下のようなアプローチが想定されます。 
（シティプロモーションとしてのアプローチの例） 
 ・若者にとって魅力的と感じられる働き方や暮らし方（ロールモデル）を伝える。特に女性に

は、起業・リモートワークなどの新しい働き方や製造業で活躍する女性の姿を伝える。 
 ・若者が地域や社会人に関わりを持てるような機会や情報を提供する。 
 ・自然環境や富山市の特徴を⽣かした「富山ならではの遊び方」「地域イベント・祭り」につい

て伝え、関わる機会を提供する（移動手段、時期などを考慮）。 
  なお、今回実施した大学生調査では、「（家族・大学関係者以外の）社会人との関わり」が

ある場合に、富山市での生活に「刺激・楽しみ」を感じている学生が比較的多い結果となり
（下図）、このことからも地域や人との関係を持つことは、定住やＵターンなどにとって一定
の効果があると考えます。 

 

 ◎富山市は「刺激・楽しみが少ない」という意見がありますがどのように感じますか。 

 

 

                                                      
8 関連するデータは p31、p34 に掲載しています。 

24.0

11.6

32.0

40.6

44.0

47.1

0.0

0.7

社会人との関わりが

ある

社会人との関わりが

ない

刺激・楽しみがあるので満足 刺激・楽しみが少ないので不満

刺激・楽しみは少ないが特に不満ではない 上記のどれでもない

「刺激・楽しみがあるので満足」で 

12.4 ポイントの差 

(%) 
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４．課題と可能性 

  現状や各種調査結果などを踏まえた「問題意識」「課題」「可能性」をもとに、今後のシティ
プロモーションの方向性等を整理します。 

 

 

 

  
問

題

意

識 

課

題 

可

能

性 

・「参加意欲」が低い。 

・若い世代（特に女性）が市外に

流出し、戻ってこない。 

・これまで／これからの富山市に

ついて好意的に捉えている人

が多い。 

・「推奨意欲」は改善しており

「感謝意欲」も高い。 

・特に３０代の各種意欲が高い。 

・定住意識が継続して高い。 

・富山市の認知度や観光意欲度等

は改善しているものの、市外か

らの認知は十分とは言えない。 

・富山市への来訪経験のある人

は富山市に対して比較的好印

象を持っている。 

・「自然環境が良い」「食べ物

がおいしい」「のんびり過ご

せる」という印象を持ってい

る人が多い。 

・北陸新幹線開業から一定期間を経た今、「認知」から「関

心」や「行動」につなげていかないとすぐに忘れられる。 

・シティプロモーションの効果が分かりにくい。 

・持続可能な取組が求められている。 

社会全体

の変化 

本市を取

り巻く状

況の変化 

・情報の氾濫（ＳＮＳ、他都市のシティプロモーション等）に

より本市の発信力が相対的に低下している。 

・ＳＮＳにより個人の情報発信力が高まっている。 

市民 市外・首都圏 

今後のシティプロモーションの方向性を整理 
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第２章 今後の方向性について 

１．方向性の整理 

  前章を踏まえ、本市における今後のシティプロモーションは、短期的な認知だけを図るもの
でなく⻑期的な視点で取り組む必要があると考えます。また、各取組を実施する際には各取組
の効果を検証し、継続的に改善していく必要があるとも考えます。 

  これらのことから、推進指針においては次の二つを大きな方向性として位置付けます。 
 

 

 

 

 （理由・根拠）  
財源・人材など限られた資源を有効に活用するとともに、取組の効果を

検証することにより継続的な改善につなげ、確度が高くかつ持続性のある
取組とするため。 

 
 

 

 

 （理由・根拠）  
市⺠による情報発信を期待するだけでなく、市⺠と地域との関わりを深

めることにより、シビックプライドを高め、次世代を含めた定住意識の醸
成等につなげるため。 

 

 

 

 

 

 

 

  

方向性１ 
市主体のシティプロモーションについては、明確なターゲット

を定めて実施する。また、指標等による効果検証を行う。 

方向性２ 
シビックプライド醸成の重要性について明確化し、市民主体または

市と市民との協働・共創によるシティプロモーションを拡大する。 

“長期的な視点”で“より効果の高い”シティプロモーションへ 
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２．シティプロモーションの「目的」と「目標」 

  シティプロモーションの今後の方向性を踏まえ、改めて本市が取り組むシティプロモーショ
ンの目的と目標について記載します。 

  前計画では「市外の居住者」における認知度向上のアプローチがメインとなっていましたが、
本推進指針においては、「現在の市⺠」に加え「次世代の市⺠」や「市と関わりのある人々」（以
下、「市⺠等」）が “富山市や地域への想い”を持った上で、⾃⾝の積極的な選択として富山市に
住み続けたい／帰ってきたい／貢献したいと考えることで、本市が将来にわたって「選ばれる
まち」になることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の人々からそれぞれの目的に 

あった場所として富山市が選ばれること 

“富山市や地域への想い”を持って 

「住み続けたい」「帰ってきたい」 

「貢献したい」と考える人を 

増やすこと 

富山市の認知度の向上 

市民等の意識 

（各種意欲／推奨意欲・参加意欲・感謝意欲） 

の向上 

 

多くの人々の“積極的選択”の結果として、 

将来にわたって富山市が「選ばれるまち」となる 

より長期的・ 

効果的な取組へ 

 
 

前
計
画 
推
進
指
針 

目 的 目 標 

目 的 目 標 
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イメージ（初期） 

目標を達成するための「手段」（プロセス）であるシティプロモーションに関する様々
な取組を表しています。 
 
・市のイメージの向上（市外／市内） 
・市⺠主体の発信拡⼤（市⺠参画、市⺠との協働・共創を含む） 
・交流人口の拡⼤（観光、コンベンション、ビジネスなど） 
・関係人口の拡⼤（市外居住者の関わり、ふるさと納税など） 

各種取組の前提として「基礎」になる部分を表しています。 
 
・富山市固有の魅力（⾷べ物、⾃然環境、歴史・文化、人とのつながりなど） 
・総合力の高いまちづくり（福祉、教育、交通、インフラ、地域活動など） 
・仕事・収入（経済状況、多様な働き方、働きがい、ワークライフバランスなど） 
 



17 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【用語】「交流人口」「関係人口」について 
  今後の人口減少社会を前提とした場合、市⺠である「定住人口」だけで地域を維持・活性化す

ることは困難であるため、「交流人口」及び「関係人口」が一層重要になると言われています。 
〇交流人口 

その地域を訪れる人々を指します。主な目的として観光、コンベンション、ビジネス、通勤・
通学、レジャーなどが想定され、経済活動や市のイメージづくりに大きく影響します。 

〇関係人口 
  総務省ポータルサイトでは「移住した『定住人口』でもなく、観光に来た『交流人口』でもな

い、地域と多様に関わる人々を指す言葉」9と説明しています。厳密な定義は⾃治体によって異な
りますが、関係人口は単純にその数を拡大すればよいということでなく、地域への具体的なメリ
ット（地域課題の解決、ふるさと納税、将来的な移住など）を生み出すために必要な人々との関
わりを深めていくことが重要です。 

                                                      
9 『関係人口』ポータルサイト (総務省)<https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html> 

イメージ（市民等の意識が活性化した状態） 

https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html
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第３章 ターゲットと富山市の特徴を踏まえた発信 

１．ターゲット設定の考え方 

  シティプロモーションは、市⺠／市外居住者、世代、性別を問わず多くの人々に関わりのあ
る取組ですが、取組の対象（ターゲット）を絞って実施することにより、さらなる効果的な情
報発信を期待できるとともに、継続的な検証・改善につなげることができます。そこで、本市
がシティプロモーションを進める上で重点を置く「メインターゲット」を設定します。 

 

■メインターゲットを通じたシティプロモーションの広がりのイメージ 

 

 

 

 

■メインターゲット区分 

今回実施した調査（首都圏、市⺠、大学生）や人口動態、有識者会議での委員意見などを
踏まえ、市内・市外別に、次のとおりメインターゲットを整理しました。 
 

区分 地理的 人口統計的 心理的 

市内① 市内居住 
30 代～ 

40 代 

富山市の未来への期待が高い 

（参加意欲がある） 

市内② 
市内居住 

（県外出身） 
学生・若者 富山市についてあまり知らない 

市外① 

市外居住 

（富山市に来

訪経験あり） 

20 代～ 

30 代の 

女性 

富山市らしい魅力について関心が

ある 

 

市外② 市外居住 
世代・性別

を問わず 

過去に富山市との関わりがあり、

富山市や市内に住む人を応援した

い気持ちがある 
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２．メインターゲットごとの詳細 

 
 

メインターゲット 

市内① 
   

   

 

（理由・根拠） 
   今回実施した市⺠調査において、30 代は「推奨意欲」と「参加意欲」が高く、過去・現在・

未来の富山市への印象についても「良くなった」と回答した人が多いなど、本市に対して好
意的な印象を持っています。また、30〜40 代は子育て世代と重なる場合が多いため、次世代
の市⺠となり得る子どもたちに本市への愛着を継承するという点でも重要です。 

これらのことから、市⺠主体または市⺠との協働・共創によるシビックプライドの醸成やシ
ティプロモーションの広がりを期待することができるため、メインターゲットとして設定しま
す。 

 
 
 

メインターゲット 

市内② 
 

 
（理由・根拠） 

   本市には富山大学をはじめとした県内の高等教育機関が集積している一方、県外から転入
してきた学生の多くは再び県外へ転出する傾向にあることなどから、有識者会議において、
学生・若者にとっての本市の魅⼒を高め、発信すべきとの意見がありました。 

   今回実施した大学生調査においては、比較的多くの県外出⾝の学生が「大学生活を送って
いて富山市の印象が良くなった」と回答しており、本市の印象は決して悪くない一方、全体
の約４割の学生が「刺激・楽しみが少ないので不満」と回答し、全体の８割以上の学生が「（学
校・アルバイト以外の）社会人との関わりがない」と回答するなど、本市や地域の魅⼒が学
生に十分に認識されていないと考えられます。 

   これらのことから、現時点では富山市の魅⼒・楽しみについて十分認知されていない部分
があるものの、情報共有や社会人とのつながり等を通じて本市に対する魅力の認知や関わりを
増やすことで、情報発信や本市での就職（定住）を期待することができるため、メインターゲ
ットとして設定します。 

 
 

市内居住の、 

30 代～40 代で、 

富山市の未来への期待が高い人 

（参加意欲がある人） 

県外出身で市内居住の、 

学生・若者で、 

富山市についてあまり知らない人 
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メインターゲット 

市外① 

 

 

 

  

（理由・根拠） 
本市における女性の転出超過の傾向を踏まえると、20 代〜30 代の女性に本市の魅⼒を認知

してもらうことは重要です。中でも富山市らしいイメージ（「おいしい⾷べ物」「⾃然環境の良
さ」「のんびり過ごせる」など）に関心のある人々に対して訴えることが効果的であり、その
ためには本市の魅⼒をより細分化・明確化・差別化（ブランド化）する必要があります。 

また、首都圏調査では、本市への来訪経験がある場合には本市に対する印象が比較的良いと
いう結果があり、20 代〜30 代の女性はＳＮＳで⾃ら発信する割合も高いことから、本市への
来訪時に本市の魅⼒を認知してもらうことは広い情報発信にもつながります。 

これらのことから、20 代〜30 代の女性に響く本市の魅力を発掘・整理するとともに、本市へ
の来訪経験をきっかけとしたＳＮＳ等による発信を期待して、メインターゲットとして設定し
ます。 

 

 

 

メインターゲット 

市外② 

 

 

 

（理由・根拠） 
これまでの市⺠意識調査での居住満⾜度の高さや、今回実施した市⺠調査の結果などから、

多くの富山市⺠は本市に対して「なじみ・愛着」を感じており、その想いは市外に転出した
としてもある程度保持されていることが想定されます。現在は市外に暮らしながらも、本市
の取組を応援・貢献したいと考えている本市になじみのある人々と関わり協⼒することは、
定住人口が減少している現在において欠かせない取組です。 

これらのことから、交流人口・関係人口の拡⼤や情報発信の広がりに加え、本市を第二の故
郷と感じてもらうことで市外からの協力・貢献を⽣み出し、将来的には本市に帰ってくること
も期待できるため、メインターゲットとして設定します。 

 

市外（首都圏など）に住む、 

20 代～30 代の女性のうち、 

富山市らしい魅力について関心が 

ある人（特に市に来訪経験がある人） 

市外に住んでいる人のうち、 

富山市との関わりがあり、 

富山市や市内に住む人を応援したいと 

考えている人 



21 
 

第４章 行政の役割・指標について 

１．富山市と市⺠等との関係（イメージ） 

  本市がこれまで進めてきた「（外向け）プロモーション」と「シビックプライド醸成」につい
ては、相互の取組は維持しつつ本推進指針の方向性等を踏まえて次の通り整理します。 

 

こ
れ
ま
で 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

後 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が主体となって市のイメージ

や認知度の向上を図る 

 

シビックプライドの醸成を図り 

市民からの情報発信を期待 

ターゲットを定めて市なら

ではのシティプロモーショ

ンを実施 

シビックプライドの醸成を通じて

市民主体または協働・共創による市

内外への発信のさらなる高まりへ 
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２．富山市が取り組むこと 

  市は、「市が直接実施することで一層の効果を発揮できること」「市でなければ実施が難しい
こと」に重点をおいたシティプロモーションを進めます。以下では便宜的に「直接的な取組」
と「間接的な取組（協働・共創の促進）」に分けて整理しますが、相互に関係する取組も想定さ
れます。 ※具体的な取組例は p26〜27 に記載しています。 

 
 

 

 

  
■富山市の代表的な魅力の分かりやすい発信 

   自然・食など本市の代表的な魅⼒を整理するとともに、ウェブやＳＮＳ、冊子などのメデ
ィアや写真、ロゴマーク、イメージフレーズ等の素材を活用し、「受け手側に届ける」ことを
意識した情報発信を行います。 

 
■特定のターゲットに対する比較的規模の⼤きい取組 

   市外への発信や大〜中規模の事業など、本市が主体として実施することが効果的な取組に
ついては、ターゲットや指標を定めた上で実施します。 

 

■富山市の特徴の整理・公表 
   市⺠等が本市の特徴・良さを理解するとともに、知人・友人に効果的に伝えることができ

るよう、各種データや市政情報、調査結果などを分かりやすく整理し、公表・提供します。 
 

 

 

 

■市⺠が力を最⼤限発揮できるよう側⾯サポート 
   積極的に「情報発信をしたい」「行動を起こしたい」と考える市⺠や企業・団体等との協働・

共創を進め、必要に応じて市の持つ各種リソースを提供します。また、市全体でサポートで
きるよう組織内外の連携を推進します。 

 

 

 

 

■市⺠の各種意欲を高めるための取組 
   現時点ではあまり積極的でない市⺠等に「推奨意欲」や「参加意欲」を高めてもらうため、

気軽に参加できるイベントやＰＲキャンペーンなど、幅広い人々が本市や地域の応援・関与
がしやすい機会を提供します。 

 【リソース（資源）の例】 

・場所・施設の利用（許可） ・市のメディア    ・ネットワークづくりの機会  

・市の保有する情報     ・人材（マンパワー） ・資金（補助金）  など 

 

直接的な取組 

間接的な取組（協働・共創の促進） 
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３．市⺠等に期待したいこと 

  今後のシティプロモーションの取組を進めるうえで、市⺠等（企業・団体を含む）による取
組は非常に重要です。一方で一人ひとりの意識は一律ではないため、各⾃の意識や状況に応じ
て可能なところから取り組んでもらうことにより、「推奨意欲」「参加意欲」の高まりや、積極
的な「情報発信」「行動」につなげてもらうことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■富山市・地域の特徴を知る 

■富山市内で活躍している人々を知る 

■家族・知人など身近な人と富山市・地域について話す 

■気軽な地域イベントへの参加 

■地元産品の購入や地域の商店の利用      など 

■ＳＮＳを利用した富山市の魅力の共有や発信 

■市民発の地域づくりイベント等への参加・サポート・

応援（ＳＮＳでの応援やイベントへの参加など） 

■町内会、地域行事等への積極的な参加 

■市外の人に富山市を案内する         など 

■地域の課題解決のための取組・情報発信 

■市民発の地域づくりイベント等の企画・主催 

■参加意欲の高い人々の仲間づくり 

■知見・技術の提供やふるさと納税など関係人口として

の貢献 ※市外居住者の場合         など 

参
加
意
欲
ア
ッ
プ 

推
奨
意
欲
ア
ッ
プ 

期待したい取組（例） 

積
極
的
な
「
情
報
発
信
」
「
行
動
」
へ 
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４．シティプロモーション推進のステップ 

  シティプロモーションの推進ステップについて、ターゲットの「認知」から「行動」に至る
までの大まかな流れについて記載しています。また各ステップにおいて、情報共有や事前／事
後の調査を同時並行で行うことにより、発展的に次のステップにつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

①認知 

・分かりやすく効果的に情報を発信することにより「認

知」を獲得します。 

 

 

 

【例】ＳＮＳや広報紙等による幅広い情報発信 

②関心 

・認知を獲得した人々に対して、もっと知りたいという

「関心」を高めてもらいます。 

【例】ターゲットに応じた詳細な情報発信 

③探索 

・もっと知りたいという「関心」が高まった人々に対し

て、的確な情報が得られるポイント（着地点）へ誘導

します。 

【例】二次元バーコード、参加登録 

④納得 

・共感 

・適切な手段（メディア）で、見せ方を工夫した情報発

信を行うことで、「納得」や「共感」につなげます。 

 

 

【例】データを基にした行政情報の提供（納得）や同世

代の市民等による発信（共感）など 

情
報
共
有 

⑤行動 
(情報発信 

・参加など) 

・納得・共感により意識が高まった人々に対して、「ま

ちの魅力を勧める」「地域活動などへ参加する」など、

具体的な行動を促します。 

 

 

【例】ＳＮＳでの発信、イベントへの参画、市内各地域

を巡る、地域づくり活動の企画など 

事
前
調
査
（
仮
説
）
・
事
後
調
査
（
検
証
） 

一時的な「認知」ではすぐに忘れられてしまうた
め、「関心」〜「行動」へつなげることが⼤切 

自主性を促すことで継続的な取組へ 

「納得」「共感」を得ることで⻑期的な信頼獲得へ 
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５．指標の設定 

  本推進指針における今後のシティプロモーションの目的を達成するための指標を設定し、継
続的な検証・改善を行います。なお、指標は直接的な指標（ＫＧＩ）と、間接的な指標（ＫＰ
Ｉ）に区分して設定します10。 

 
直接的な指標

（ＫＧＩ） 
・市民の各種意欲の定期的な計測（「推奨意欲」「参加意欲」「感謝意欲」） 

・市民以外で本市に関わりのある人々の「推奨意欲」の計測 

※ｍＧＡＰにおける各種意欲を参考（下記参照） 

・市民意識調査のシティプロモーションに関連する設問 

－「富山市への定住意識（住み続けたいかどうか）」とその理由。 

－「富山市の印象」について「市民であることに愛着や誇りを感じる」「友

人等に対して富山市への移住や居住を勧めたい」の項目等。 

間接的な指標 

（ＫＰＩ） 
・取組ごとにＫＰＩを設定して計測 

・「総合計画」、「まち・ひと・しごと総合戦略」のＫＰＩを引き続き計測11 

・ふるさと納税（個人・企業）の推移  

 

 

 

ｍＧＡＰ（エムギャップ：modified Gross Area Participation）について（詳細） 
マーケティングビジネス界で確立されている「ＮＰＳ（ネットプロモータースコア）」を基

礎としたシティプロモーションの成果指標。４つの「意欲」を高めることにより将来にわた
って持続的なシティプロモーションにつなげることをねらいとしています。各種意欲は「0〜
10」までの 11 段階のうち、「0〜5」をマイナス、「8〜10」をプラスとして計算します。 
① 推奨意欲（市⺠）…富山市や市内地域を多くの人に勧めたい気持ち 
② 参加意欲（市⺠）…地域を良くする活動に参加したい、人と関わりたいという気持ち 

 ③ 感謝意欲（市⺠）…富山市をより良くしようと活動している人への感謝の気持ち 
 ④ 推奨意欲（市外）…富山市⺠ではないけれど、富山市を多くの人に勧めたい気持ち 
 
 
 
 
 
 
 

                                                      
10 KGI（Key Goal Indicator）は目標の達成具合を示し、KPI（Key Performance Indicator）は KGI を達成する

ための各取組の達成具合を示します。 

11 関連 WEB サイト、動画、SNS の閲覧件数や投稿件数、イベントへの参加者数など。 
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６．シティプロモーションの具体的な取組の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙「資料２」 

第 3 回有識者会議内容

を反映予定 
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別紙「資料２」 

第 3 回有識者会議内容

を反映予定 
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◆コラム② うまく「弱み」を見せる 

  有識者会議では複数の委員から「行政が全てを抱えないことが大切」「市⺠発の取組につ
いては任せてみるべき」「行政に課題があることを上手に見せるとよい」などといった意見
がありました。このように行政がある範囲の部分について「弱み」を提示し、その部分につ
いて市⺠等の⼒を頼ることはシビックプライド醸成を含めたシティプロモーションを進めて
いく際に重要です12。 

  ただし、行政が市⺠等に対して「弱み」を見せる際には、単に「行政が困っているので
関わってください」と伝えるだけでは意味がなく、「あなたが関わることでこの弱みを埋め
ることができる」と訴え、その人に実際に「意味のある存在」になってもらう（「意味のあ
る存在」と感じてもらう）必要があります。 

  そのために行政は、市⺠発の取組を広く紹介する・表彰するなどの後押しすることを通じ
て、さらなる取組の発展や行政への納得・共感につなげていくことが大切です。 

 
  

 

 

 

 

 

 

                                                      
12有識者会議の河井座長は「弱み・脆弱性」を意味する「ヴァルネラビリティ（vulnerability）」という用語で

表現しています 
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７．まとめ 

  本市がシティプロモーションの各種取組を進めるためには、シティプロモーション担当課で
ある広報課やシティプロモーションと親和性の高い観光施策や移住施策13の担当課だけが取り
組むのではなく、市組織全体として意識を合わせて取り組むとともに、職員一人ひとりが⾃主
的に情報発信や行動を実践することが大切です。 

また、市以外では、市⺠や市内企業・団体はもちろん、学校、市外居住者（富山市関係
者）、市政策参与・特別副市⻑などと継続的な情報共有によって連携を深めることにより、シ
ビックプライドの醸成を通じた効果的・継続的なシティプロモーションを目指します。 

本市は、多くの人々が「富山市や地域への想い」を高め、積極的な情報発信や行動へとつな
げていけるよう、本推進指針に沿って各種取組を進めます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
13 シティプロモーションと特に親和性が高い取組として「観光施策」「移住施策」があり、それぞれ目的やター

ゲットは異なるものの綿密な連携を図る必要があります。 

・観光施策……主目的は観光による経済の活性化 

・移住施策……主目的は幅広い移住者の増加（ターゲットは市外居住者） 

富山市(行政)以外 富山市(行政) 

情報・意識 

の共有 

職員一人ひとり 

すべての所属 

 

 

市民 

市内企業・団体 

市外居住者(富山市関係者) 

学校（小中高校、大学等） 

市関係の著名人 

(政策参与・特別副市長等) 

など 

広報課 
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資料編 

 

１．人口 

◎総人口の将来見通しと高齢化率 

 

 

 

◎人口動態（純増減・自然増減・社会増減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山市人口ビジョン改訂版（R2.3）より引用 

（資料：「富山県の人口」※各年とも前年 10月 1日～該当年 9月 30日までの値） 

高齢化率 28.3% 高齢化率 32.5% 

 

富山市人口ビジョン改訂版（R2.3）より引用 ※高齢化率は加筆 
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２．富山市（富山県）の産業・雇用 

（１）産業構造 

 ◎北陸４都市の主要産業従業者比率       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）労働環境 

◎男女別 15 歳以上人口、有業者数及び有業率（富山市、全国） ※令和４年 

富山市有業率 全国有業率 

総数 男 女 総数 男 女 

61.4% 70.4% 53.0% 60.9% 69.1% 53.2% 

（資料：令和４年就業構造基本調査） 

 

 ◎男女別、雇用者（役員を除く）に占める正規の職員・従業員の割合 ※令和４年 

富山市 全国 

総数 男 女 総数 男 女 

67.6% 80.8% 52.8% 63.1% 77.9% 46.8% 

（資料：令和４年就業構造基本調査） 

 

 ◎産業（大分類）、男女別 15 歳以上就業者数の割合上位３位（令和２年、富山市） 

   総数 男 女 

産業大分類 割合 産業大分類 割合 産業大分類 割合 

1 位 製造業 21.7% 製造業 27.0% 医療、福祉 22.4% 

2 位 卸売業、小売業 15.4% 卸売業、小売業 13.7% 卸売業、小売業 17.3% 

3 位 医療、福祉 13.2% 建設業 12.7% 製造業 15.2% 

（資料：総務省「令和２年国勢調査」就業状態等基本集計結果） 

 

  ◎夫婦共働き世帯の割合 

 富山市 全国 

総数 57.34%（中核市で５位） 51.62% 

（資料：総務省「令和２年国勢調査」 就業状態等基本集計） 
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３．観光・コンベンション・フィルムコミッション 

   北陸新幹線開通（H27.3）の影響により観光客等は以前と比較して増加しました。その後、
新型コロナウイルス感染拡大の影響で一時的に減少したものの、現在は回復傾向にあります。 

 

 （１）宿泊旅行者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（２）富山県内コンベンション開催件数と参加者の推移 

 

 

 

 （３）フィルムコミッションのロケ支援数の推移 

 

18
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（資料：観光庁 宿泊旅行統計調査（富山県、富山市関係分抜粋）） 

998,517

745,175

941,656 907,170

962,921 963,207 1,036,411

605,505 

650,972

854,434

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4

（資料：富山市観光政策課） 
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４．その他のデータ 

（１）市民意識調査 

  多くの富山市民は富山市を「住み良い」「住み続けたい」と感じており、その理由として「地

域になじみや愛着がある」「自然環境に恵まれている」「日常生活が便利」などを挙げています。

一方、引っ越したい理由として「雪の多さ・冬の寒さ」などが挙げられています。 
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（２）地域ブランド調査の推移 

 

 

（３）若者・女性に関するデータ 

  ◎Ｕターン率 

Ｕターン率 

（令和 3年 3 月に県外大学等を卒業した人） 
57.9% 

（資料：富山県Ｕターン率調査） 

 

  ◎富山県へＵターン就職しなかった理由（富山県外就職者：上位５項目） 

 

   （資料；富山県「令和４年度 U ターン就職に関するアンケート調査」）※第５次富山県民男女共同参画計

画より 

 

◎富山県で暮らすことの不安や不満（富山県外在住者 18～29 歳：上位 3 項目） 

男性 仕事の業種・職種が乏しい 

(35.3%) 

通勤 

(35.3%) 

仕事の待遇（給与、福利厚生等） 

(29.4%) 

女性 仕事の業種・職種が乏しい 

(27.1%) 

通勤 

(18.8%) 

古い考え方や風習がある 

(16.7%) 

（資料：富山県「令和 4 年度富山県に居住または居住経験のある若年世代等の生活実感（ウェルビー

イング）に関する調査」）※第５次富山県民男女共同参画計画より 
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５．今回実施した調査の結果 

（１）富山市シティプロモーション推進指針策定に関する調査結果 

①首都圏調査 

調査時期：令和５年８月 17 日～８月 29日（ＷＥＢ調査） 

対象者：首都圏居住者（東京、神奈川、千葉、埼玉）※性別・年代別を均等に按分 

回答数：1,048 件 

  

［調査結果の概要］ 

 ・富山市の印象について最も多い回答は「特に印象はない」（38.9%）。次いで「自然環境が良

い」（36.0%）、「食べ物がおいしい」（33.6%）、「のんびり過ごせる」（28.6%）。 

 ・10～15 年前と比較した富山市の印象について、「変わらない」（81.8%）が最も多いが、「良

くなった（とても・少し）」（16.7%）は「悪くなった（とても・少し）」（1.5%）より高い。 

 ・来訪経験がある人は「良くなった（とても・少し）」の割合が来訪経験のない人より高い。 

 ・印象が変化した理由は「富山の情報に触れる機会が増えた」「交通の便の改善」が多い。 

 

［図表］ ※一部は p7に記載。 

 ◎10～15 年前と比較した富山市の印象についてお答えください。 

 

  

  ◎富山市の印象が変化した理由はなぜ（何によって）ですか。※自由記述 

好意的意見（128 件） 件数 
富山の情報に触れる機会が増えた（番組、広告、宣伝） 39 
交通の便が良くなった（北陸新幹線、路面電車網の整備） 31 
⾷、水がおいしい 11 
⾃然が豊かでのどか 11 
街がきれいになった 7 
魅⼒的な観光スポットが増えた 7 
行ってみて良かった、居心地がよかった 6 
多方面に向けた取り組みが活性化しているようにみえる 6 
その他 10 

   ※批判的な意見は 8件（「そもそも印象がない」など） 

 

4.8%

22.3%

71.4%

0.4% 1.1%2.1%

11.0%

85.4%

0.5% 1.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

とても良くなった 少し良くなった 変わらない 少し悪くなった とても悪くなった

富山市来訪経験あり

富山市来訪経験なし
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②市民調査  

調査時期：令和５年８月 10 日～８月 31日 

郵送数：1,000 件 ※富山地域／旧町村地域、性別、年代別で抽出 

回収数：307 件（郵便 182 件、ネット 125 件） 

 

［調査結果の概要］ 

 ・富山市の魅力について、「食べ物がおいしい」（73.6%）が最も高く、次いで「自然環境が良い」

（53.1%）、「のんびり過ごせる」（51.1%）と続く。一方で、「生活に刺激がある」（1.0%）「いろ

いろな人との出会いがある」（4.6%）は少ない。 

 ・「推奨意欲」「参加意欲」について、年代別では 30代が他の年代と比較して高い。 

 ・10～15 年前と比較した富山市の印象の変化について、「良くなった（とても・少し）」（62.9%）

が「悪くなった（とても・少し）」（9.5%）より高い。 

 ・今後の富山市の変化について、「良くなっていくと思う」（40.4%）が「悪くなっていくと思う」

（8.8%）よりも高く、特に 30代が好意的な印象を持っている。 

 

［図表］ ※一部は p8～9 に記載。 

  ◎富山市の魅力を知人友人にどの程度の気持ちでおすすめしたいと思いますか。 

（推奨意欲） ※最も強い気持ちを 10、全く気持ちがない場合を 0 として回答。 

 

  

 

◎富山市をより良くするために行動しようとするあなたの気持ちはどの程度ですか。 

（参加意欲） ※最も強い気持ちを 10、全く気持ちがない場合を 0 として回答。 

 

   

38.4

39.5

38.9

33.3

42.6

33.6

44.7

27.8

39.2

27.7

26.7 

15.8 

31.9 

26.5 

27.7 

全体

10～20代

30代

40代

50代

53.1

57.9

52.8

52.0

52.1

28.7

28.9

23.6

26.5

35.1

17.6 

13.2 

22.2 

20.6 

12.8 

全体

10～20代

30代

40代

50代

非推奨者（0-5） 推奨者（8-10） 

参加消極者（0-5） 参加積極者（8-10） 

(%) 

(%) 
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◎今後、富山市はどのように変わっていくと思いますか。 

 

 

③大学生調査 

調査時期：令和 5年 10 月 30 日 

対象：富山大学の学生 ※主に１、２年生 

回収数：163 件（ネット回答のみ） 

 

［調査結果の概要］ 

 ・大学生活を送っている中での富山市の印象の変化について、「良くなった（とても・少し）」

（57.0%）が、「悪くなった（とても・少し）」の合計（4.9%）より高い。特に、三大都市圏出

身者が比較的好印象を持っている。 

 ・「刺激・楽しみが少ない」という意見については多い順に、「刺激・楽しみは少ないが特に不

満はない」（46.6%）、「刺激・楽しみが少ないので不満」（39.3%）、「刺激楽しみがあるので満

足」（13.5%）。なお、社会人と「関わりがある」と回答した者は「関わりがない」と回答した

者より、「刺激楽しみがあるので満足」と回答した者が 12.4 ポイント多い。 

 

［図表］ ※一部は p9 に記載。 

 ◎大学生活を送っていて富山市の印象はどのように変わりましたか。 

 

  ◎「刺激・楽しみが少ない」という意見に対する回答の理由（抜粋）。 ※自由記載 

「刺激・楽しみは少ないが特に

不満ではない」(46.6%)の理由 

「刺激・楽しみが少ない

ので不満」(39.3%)の理由 

「刺激・楽しみがあるので

満足」(13.5%)の理由 

大学生活を送る上では不自由はして
いないから 

遊ぶ場所が少ないから 
（雨や雪が多いにも関わらず
屋内の娯楽施設が少ない、ま
たは遠い） 

海や山などの自然に魅力を感
じているから 

家で過ごすことが好きだから（イン
ドアの趣味） 

富山駅などでのイベント時に
は賑わいがあるから 

穏やかに落ち着いて過ごせているか
ら 

若者向けの店舗、飲食店、イ
ベントなどが少ないから 

映画館や書店、飲食店などは
ある程度揃っているから 

あまり富山に関心がないから 移動手段が限られるから（自
動車がないと不便） 

社会人との交流会やＳＮＳ交
流が充実しているから 

40.4

36.8

45.8

38.2

40.4

8.8

5.3

9.7

7.8

10.6

25.7

28.9

23.6

27.5

23.4

23.8

28.9

19.4

25.5

23.4

1.3

1.4

1.0

2.1

全体

10～20代

30代

40代

50代

良くなっていくと思う 悪くなっていくと思う 変わらないと思う 分からない 無回答

19.0

32.4

38.0

37.8

38.0

27.0

4.3

2.7

0.6全体

三大都市圏

とても良くなった 少し良くなった 変わらない 少し悪くなった とても悪くなった

(%) 

(%) 
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６．前計画の記載事業一覧 

 
 

計画掲載事業 主な実施事業 

「基本方針１ 本市のイメージの明確化」に関する主な事業 

1 シティプロモーションビデオ制作事業 ・「市立探偵ペロリッチ」ショートアニメ動画制作 

・ＡＮＡ機内放映用動画制作 

2 シティプロモーション素材提供事業 ・シティプロモーション認定事業 

・AMAZING TOYAMA プロジェクト 

3 市民による富山市 PR 事業 ・丸の内朝大学事業 

・AMAZING TOYAMA フォトプロジェクト 

4 「富山標記」促進事業 ・シティプロモーション認定事業 

・AMAZING TOYAMA サポーター登録 

5 「食のまち富山」重点プロモーション事業 ・雑誌「クレアトラベラー」記事掲載 

・富山ブランド市の開催（例年実施）  

6 「くすりのまち富山」重点プロモーション事業 ・「富山やくぜん」普及推進事業 

・「食やくシリーズ」（土産品）の展開 

「基本方針２ 戦略的な情報発信」に関する主な事業 

7 首都圏への重点 PR 事業 ・丸の内朝大学事業 

・「エンジン０１文化戦略会議開催オープンカレッジ

ｉｎ富山」開催 

8 シティプロモーション推進マニュアル制作事業 ・「富山市シティプロモーションマニュアル」の作成 

9 フィルムコミッション推進事業 ・富山フィルムコミッション設立 

10 パブリシティ推進事業 ・共同通信ＰＲワイヤーでの情報発信 

11 シティプロモーション情報発信事業 ・AMAZING TOYAMA プロジェクトＳＮＳ開設 

・「市立探偵ペロリッチ」ツイッター開設 

「基本方針３ 推進体制の構築」に関する主な事業 

12 市民・民間企業向け情報提供事業 ・広報紙に「アメイジングトーク」を掲載 

13 市担当組織の整備 ・広報課シティプロモーション推進係を設置 

14 シティプロモーション研修事業 ・市職員向けシティプロモーション研修の実施 

15 富山市シティプロモーション推進協議会の設置 （未実施） 

※関係機関等と個別に連携を実施。 

16 県の観光シンボルマークを活用した移住施策等 ・移住定住関連イベントへの出展 

17 シティプロモーション認定事業 ・シティプロモーション認定事業 

18 観光産業等連携強化事業 ・北陸デスティネーションキャンペーン(ＪＲ)との連

携事業 

・都市間観光交流推進（岐阜市、長野市、飯山市） 

19 富山市の認知度等効果測定事業 （未実施） 

 ※前計画期間外の事業を含みます。 
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７．推進指針策定プロセス 

（１）主なスケジュール 
令和５年 ６月 河井教授に今後の進め方について相談 

６～７月 本調査に向けた予備調査（インタビュー調査） 

７月 28日 
第１回有識者会議 

（議題：これまでの取組確認、今後の調査について） 

８月～10 月 調査実施・とりまとめ 

８月 17～29 日  ①首都圏調査 

８月 10～31 日  ②市民調査 

８月 30日 イベント「まちづくり対話会」での参加者ヒアリング 

10 月 30 日  ③大学生調査 

11 月 22 日 
第２回有識者会議 

（議題：調査結果とそれに基づいた素案について意見交換） 

11 月～１月 追加調査等 

令和６年 
２月 19日 

第３回有識者会議 

（議題：今後想定される取組（例）について意見交換） 

３月 推進指針策定・公表 

 

 

（２）富山市シティプロモーション推進指針策定有識者会議委員 
（順不同、敬称略） 

役 職 氏 名 

東海大学文化社会学部 教授 
河井 孝仁  

（座長、アドバイザー） 

一般財団法人地域活性化センター  

情報・広報プロモーション課 

メディアマーケティングマネージャー 

兼 月刊「地域づくり」副編集長 

畠田 千鶴 

株式会社ディスカバー・ジャパン 

取締役兼プロデューサー 
林  尚史 

株式会社ワールドリー・デザイン 代表取締役 明石 あおい 

富山大学人文学部 教授  大西 宏治 

株式会社エコロの森 代表取締役 森田 由樹子 
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